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慈眼堂 

赤ひげのはりときゅう 
 

腰・肩・膝の“いたみ”どり 

３回無料 
～～～～～～～～～～～ 

認知症・糖尿病・ガンは 

食事改善で 

予防することが可能です 

ご希望の方はお申し込み下さい 
 

【治療時間】9:00 ～ 18:00 

【休日】木・日 

【住所】三島市谷田 173 – 13 - 101 

【TEL・FAX】055 – 976 - 8765 

２０２０年 ２月１４日（金） 市 民 ひ ろ ば 新 聞 第 ５１ 号（１面）

桜井よしこ氏は憲法否定の言論人
韮山、伊豆総合、伊東高で講演会

帰
宅
し
た
生
徒
か
ら
話
を
聞
い

た
保
護
者
か
ら
学
校
長
の
判
断
に

疑
問
が
寄
せ
ら
れ
、
直
接
面
接
で

の
抗
議
も
行
わ
れ

た
。
同
窓
生
か
ら

も
多
く
の
抗
議
の

電
話
が
あ
っ
た
と

い
う
。

こ
の
講
演
会
は

シ
ダ
ッ
ク
ス
の
社

長
の
寄
付
に
よ
っ

て
作
ら
れ
た
志
龍

塾
（
講
演
会
を
中

心
に
活
動
し
て
い
る
）
の
主
催
で

あ
る
が
、
講
師
選
定
に
当
た
っ
て

は
桜
井
氏
が
前
に
講
演
を
行
っ
た

高
校
（
伊
東
、
伊
豆
総
合
高
校
）

で
の
評
判
を
聞
き
、
桜
井
校
長
が

中
心
で
少
人
数
で
決
め
た
と
の
こ

と
。
2
月
7
日
に
講
師
選
定
に
あ

た
っ
て
の
事
情
を
生
徒
に
説
明
し

た
が
、
桜
井
氏
の
人
物
像
、
行
動

や
思
想
傾
向
な
ど
の
検
討
を
し
た

の
か
に
つ
い
て
は
十
分
な
説
明
を

し
た
内
容
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

県
立
韮
山
高
校
は
数
年
後
に
創

立
1
5
0
年
を
迎
え
る
県
下
で
も

古
い
学
校
の
一
つ
で
、
地
域
で
は

有
名
な
進
学
校
で
あ
り
、
ス
ポ
ー

ツ
で
も
評
判
の
学
校
で
あ
る
。

名
門
韮
山
高
校
が
「
桜
井
よ
し

こ
講
演
会
」
を
学
校
上
げ
て
の
公

式
行
事
と
し
て
行
っ
た
と
す
れ
ば
、

学
校
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
地
域
社

会
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
で

は
な
い
か
？

い
ず
れ
に
し
て
も
、
桜
井
氏
の

派
手
な
現
憲
法
否
定
の
改
憲
論
や

戦
前
の
軍
国
主
義
賛
美
、
戦
時
中

の
「
南
京
虐
殺
は
無
か
っ
た
」
と

す
る
見
解
は
、
だ
れ
が
見
て
も
歴

史
を
捻
じ
曲
げ
る
歴
史
修
正
主
義

の
主
張
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ね

じ
曲
が
っ
た
人
物
を
公
然
と
教
育

現
場
で
、
現
憲
法
の
遵
守
義
務
を

負
う
校
長
は
じ
め
教
職
員
が
生
徒

達
に
、
半
ば
強
制
的
に
聴
講
さ
せ

る
と
い
う
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い
か

ど
う
か
、
疑
問
で
あ
る
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

同
窓
生
か
ら
は
抗
議
と
質
問
状

を
送
っ
て
い
き
さ
つ
を
解
明
し
よ

う
と
い
う
動
き
も
見
ら
れ
て
い
る
。

桜
井
氏
が
ど
う
い
う
人
物
で
あ

る
か
、
そ
の
横
顔
を
探
っ
て
み
た
。

〈
経
歴
〉

1
9
4
5
年
ベ
ト
ナ
ム
ハ
ノ
イ
生

ま
れ
、
ハ
ワ
イ
大
学
卒

1
9
8
0
年
～
1
9
9
6
年
日
本

テ
レ
ビ
「
N
N
N
今
日
の
出
来
事
」

メ
イ
ン
キ
ャ
ス
タ
ー

退
職
後
「
21
世
紀
の
日
本
と
憲
法

有
識
者
懇
談
会
」
代
表

2
0
0
7
年
、
国
家
基
本
問
題
研

究
所
設
立
、
初
代
所
長

2
0
1
4
年
「
美
し
い
日
本
の
憲

法
作
る
国
民
の
会
」
設
立
、
改
憲

推
進
の
運
動
を
行
う

「
永
住
外
国
人
地
方
参
政
権
に
反

対
す
る
国
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
発
起

人
、
「
夫
婦
別
姓
に
反
対
し
家
族

の
絆
を
守
る
国
民
委
員
会
」
呼
び

か
け
人
。
改
憲
派
・
排
外
主
義
的

な
運
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い

▼
私
た
ち
が
当
た
り
前

に
払
っ
て
い
る
税
金
が
、

ど
ん
な
仕
組
み
で
流
れ

て
て
、
ど
ん
な
風
に
使

わ
れ
て
い
る
の
か
知
っ

て
い
ま
す
か
？
私
た
ち
が
生
き
る
資

本
主
義
で
は
、
お
金
の
流
れ
が
全
て
。

お
金
の
流
れ
を
知
る
こ
と
で
、
本
当

の
社
会
の
仕
組
み
が
見
え
て
く
る
。

▼
常
に
財
源
が
な
い
と
さ
れ
、
国
会

で
審
議
さ
れ
る
一
般
会
計
お
よ
そ
1

0
0
兆
円
。
一
般
会
計
予
算
が
決
ま

る
と
新
聞
の
一
面
に
総
額
と
内
訳
が

掲
載
さ
れ
る
。
で
も
よ
く
見
て
ほ
し

い
。
公
務
員
の
給
与
、
外
郭
団
体
の

職
員
の
給
与
、
天
下
り
予
算
、
財
投

（
天
下
り
機
関
の
借
金
）
返
済
の
額

は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
総
額
は

国
税
に
匹
敵
す
る
が
、
国
会
審
議
さ

れ
る
こ
と
な
く
使
わ
れ
る
「
特
別
会

計
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
。
▼
納
税
が

義
務
と
い
う
の
な
ら
、
特
別
会
計
も

き
ち
ん
と
表
に
出
し
精
査
す
べ
き
と

い
う
の
は
し
ご
く
当
然
だ
。
実
際
の

国
家
予
算
の
総
額
は
不
明
で
、
ど
こ

に
も
記
載
が
な
い
の
だ
。
▼
特
別
会

計
の
中
身
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
な
い
。
こ
の
特
別
会
計
に
メ

ス
を
入
れ
よ
う
と
し
た
民
主
党
石
井

紘
基
議
員
が
、
2
0
0
2
年
10
月
25

日
、
自
宅
駐
車
場
で
左
胸
を
刺
さ
れ

死
亡
し
た
。
翌
日
、
山
口
組
系
右
翼

団
体
代
表
の
伊
藤
白
水
が
警
察
に
出

頭
し
逮
捕
さ
れ
た
。
▼
伊
藤
は
借
金

を
断
ら
れ
た
の
で
刺
し
た
と
供
述
し

た
が
、
事
件
当
日
石
井
議
員
は
特
別

会
計
の
闇
を
追
及
す
る
予
定
で
あ
っ

た
。
そ
の
特
別
会
計
は
今
や
4
0
0

兆
円
に
の
ぼ
る
と
い
わ
れ
る
。

▼
特
別
会
計
の
要
件
は
三
つ
あ
り
、

一
つ
は
国
が
特
定
の
事
業
を
行
な
う

場
合
、
例
え
ば
年
金
特
別
会
計
等
。

そ
し
て
特
定
の
資
金
を
保
有
し
そ
の

運
用
を
行
う
場
合
、
例
え
ば
財
政
投

融
資
特
別
会
計
等
。
更
に
、
特
定
の

歳
入
、
歳
出
に
充
て
る
場
合
で
、
例

え
ば
国
債
整
理
基
金
特
別
会
計
等
で

あ
る
。
▼
特
別
会
計
と
し
て
設
置
さ

れ
て
い
る
も
の
は
18
あ
っ
て
、
そ
れ

ら
の
管
理
は
所
管
す
る
省
庁
の
管
理

に
任
さ
れ
て
お
り
、
い
わ
ば
闇
金
庫

の
よ
う
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

▼
表
に
現
れ
る
一
般
会
計
の
財
源
不

足
で
首
が
回
ら
な
い
と
い
っ
て
も
、

特
別
会
計
を
精
査
す
れ
ば
相
当
の
財

源
が
出
て
く
る
は
ず
だ
。
多
く
の
国

民
は
ず
る
賢
い
官
僚
に
簡
単
に
騙
さ

れ
て
い
る
。

〈
Ｊ
〉

春
は
卒
入
学
式
の
季
節
で
あ
る
。

高
校
教
員
の
渡
り
鳥
で
あ
っ
た
私

が
後
半
、
悩
ん
だ
一
つ
が
卒
入
学

式
の
ヒ
ノ
キ
ミ
で
あ
っ
た
。

ヒ
ノ
キ
ミ
と
略
さ
れ
た
日
の
丸

掲
揚
、
君
が
代
斉
唱
が
話
題
に
な
っ

た
の
は
、
03
年
、
東
京
石
原
都
政

が
発
し
た
10
・
23
通
達
以
来
、
君

が
代
斉
唱
時
に
不
起
立
で
「
1
回

目
戒
告
、
2
、
3
回
目
減
給
、
4

回
目
以
降
停
職
」
と
累
積
加
重
処

分
を
乱
発
、
東
京
か
ら
大
阪
に
拡

が
り
マ
ス
コ
ミ
が
取
り
上
げ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
文
科
省
の
調
査
で

は
こ
の
20
年
間
に
実
害
の
な
い
訓

告
処
分
ま
で
含
め
る
と
全
国
で
計

1
6
0
0
名
に
及
ぶ
と
い
う
。
た

だ
、
現
在
不
起
立
数
は
限
り
な
く

減
少
。
も
う
終
わ
っ
た
と
い
う
見

方
も
強
い
（
怒
ら
れ
る
か
な
！
）
。

こ
の
時
東
京
か
ら
始
ま
っ
た
と
思
っ

て
い
る
人
が
多
い
が
、
実
は
60
年

も
前
の
「
学
習
指
導
要
領
」
改
訂

で
「
国
旗
掲
揚
、
君
が
代
斉
唱
が

望
ま
し
い
」
と
し
た
時
か
ら
始
ま
っ

た
。
40
年
前
に
、
君
が
代
を
ア
レ

ン
ジ
し
た
伴
奏
で
若
松
高
校
音
楽

教
師
が
ク
ビ
に
な
っ
た
福
岡
は
教

育
委
員
会
と
組
合
と
の
激
し
い
対

立
が
背
景
に
あ
っ
た
。
福
岡
の
高

校
組
合
は
、
実
力
阻
止
か
ら
「
弾

か
ず
、
立
た
ず
、
歌
わ
ず
」
の
不

作
為
抵
抗
戦
術
に
ダ
ウ
ン
し
た
。

そ
れ
で
も
処
分
が
乱
発
さ
れ
、
80

年
代
に
は
「
立
つ
が
歌
わ
ず
」
に

転
換
し
た
。

日
教
組
が
や
っ
て
い
る
と
自
民

は
喧
伝
す
る
が
、
こ
れ
も
事
実
で

は
な
い
。
99
年
の
国
旗
・
国
歌
法

が
成
立
す
る
は
る
か
前
に
、
不
起

立
で
処
分
が
出
て
も
組
合
と
し
て

救
援
は
し
な
い
と
決
め
て
い
る

（
共
産
党
系
の
全
教
も
同
じ
）
。

不
起
立
を
や
っ
て
い
る
の
は
、
組

合
を
当
て
に
せ
ず
か
、
ど
こ
に
も

属
さ
な
い
独
立
系
の
ミ
ニ
組
合
で

あ
る
。

私
も
最
後
に
こ
の
ミ
ニ
組
合
に

属
し
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
不
起
立

闘
争
を
や
っ
て
い
た
。
20
年
前
、

地
元
の
故
角
田
市
議
が
発
行
し
て

い
た
市
民
新
聞
（
ひ
ろ
ば
新
聞
に

継
承
か
）
が
、
ウ
チ
ら
の
ミ
ニ
組

合
が
出
し
た
「
歌
う
歌
わ
な
い
は

個
人
の
内
心
の
自
由
」
「
私
た
ち

は
君
が
代
を
歌
い
ま
せ
ん
。
斉
唱

中
は
す
わ
り
ま
す
」
と
い
う
ビ
ラ

を
記
事
に
載
せ
た
。
し
ば
ら
く
し

て
、
夜
、
記
事
を
見
た
小
学
校

（
と
思
う
）
の
女
性
教
員
か
ら
電

話
が
あ
っ
た
（
ど
う
し
て
番
号
が

分
か
っ
た
の
か
？
）
。
内
容
は

「
立
た
な
く
て
大
丈
夫
で
す
か
。

組
合
に
相
談
し
た
ら
『
組
合
は
そ

う
し
た
対
応
を
認
め
て
い
ま
せ
ん
。

や
ら
れ
る
な
ら
個
人
の
対
応
と
さ

せ
て
も
ら
い
ま
す
。
た
だ
、
保
護

者
の
方
が
座
っ
て
い
る
あ
な
た
を

見
て
、
あ
な
た
の
教
育
活
動
の
全

て
が
そ
の
一
事
で
偏
見
を
も
っ
て

見
ら
れ
た
ら
損
な
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
』
と
言
わ
れ
悩
ん
で
い
ま
す
」

と
。後

日
、
仲
間
内
で
そ
の
話
を
し

た
が
、
小
中
学
校
で
君
が
代
が
話

題
に
な
っ
て
い
る
は
ず
が
な
い
。

誰
か
の
カ
タ
リ
か
サ
グ
リ
で
は
な

い
か
と
い
う
意
見
が
強
か
っ
た
。

本
県
で
は
、
小
中
学
校
は
60
年

代
に
淘
汰
、
ヒ
ノ
キ
ミ
1
0
0
％
。

高
校
も
76
年
の
昭
和
天
皇
在
位
50

周
年
の
祝
意
強
制
の
頃
の
攻
防
を

境
に
、
わ
ず
か
に
不
実
施
の
数
校

も
や
ら
れ
、
ゼ
ロ
に
な
っ
た
。

ワ
シ
ら
の
ミ
ニ
組
合
の
不
起
立

闘
争
は
小
さ
な
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
っ

た
も
の
の
処
分
は
無
か
っ
た
。
あ

ま
り
に
少
数
で
、
処
分
で
も
す
れ

ば
か
え
っ
て
マ
ス
コ
ミ
の
話
題
に

な
り
損
だ
と
考
え
た
の
で
は
な
い

か
。
退
職
時
の
飲
み
会
で
、
校
長

が
「
あ
ん
た
の
こ
と
は
何
で
も
わ

か
っ
て
る
。
無
駄
な
こ
と
を
し
て

誰
も
つ
い
て
来
ん
だ
ろ
う
！
」
と

言
い
に
き
た
。

何
で
ヒ
ノ
キ
ミ
に
拘
っ
た
の
か

と
い
え
ば
、
ヒ
ノ
キ
ミ
の
浸
透
が

戦
後
民
主
主
義
の
形
骸
化
と
軌
を

一
に
し
て
い
る
と
い
う
実
感
で
あ

る
。
ヒ
ノ
キ
ミ
が
徹
底
し
て
い
る

学
校
で
職
員
が
イ
キ
イ
キ
と
働
き
、

生
徒
も
自
由
闊
達
な
と
こ
ろ
が
あ

る
の
か
聞
い
て
み
た
い
。

そ
う
い
う
学
校
ほ
ど
女
生
徒
の
ス

カ
ー
ト
丈
測
る
に
熱
中
。
下
着
の

色
ま
で
校
則
に
あ
る
も
の
だ
（
変

態
か
・
笑
）
。

〈
Ｋ
〉

県
立
韮
山
高
校
で
去
る
1
月
29
日
（
水
）
、
1
・
2
年
生
対
象
に

桜
井
よ
し
こ
氏
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。
桜
井
氏
は
日
本
会
議
に
近
く

改
憲
主
義
者
、
歴
史
改
ざ
ん
主
義
者
で
広
く
知
ら
れ
て
い
る
人
物
で

あ
る
。
保
護
者
に
は
事
前
の
告
知
は
な
く
、
内
容
説
明
も
な
か
っ
た
。

果
た
し
て
、
真
正
面
か
ら
憲
法
を
否
定
す
る
言
論
人
・
評
論
家
の
講

演
を
、
政
治
的
に
無
垢
な
生
徒
を
前
に
聴
講
さ
せ
る
の
が
、
憲
法
遵

守
義
務
を
負
う
公
教
育
の
場
で
妥
当
な
の
か
。
仮
に
内
容
が
非
政
治

的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
教
育
者
と
し
て
の
校
長
の
見
識
が

疑
わ
れ
る
。

る
。皇

室
に
つ
い
て
は
旧
皇
族
復
帰
。

女
系
天
皇
容
認
に
は
絶
対
反
対
の

立
場
を
鮮
明
に
し
て
い
る
。

一
方
言
論
人
と
し
て
共
謀
罪
、

住
民
票
コ
ー
ド
に
は
反
対
表
明
を

し
、
「
国
民
共
通
番
号
制
に
反
対

す
る
会
」
の
共
同
代
表
を
務
め
る
。

ま
た
、
赤
報
隊
事
件
で
は
言
論
に

は
言
論
で
応
じ
る
べ
き
で
あ
る
と

赤
報
隊
を
糾
弾
し
て
い
る
。〈

Ｏ
〉

安
倍
政
権
は
、
今
年
2
月
7
日

に
退
官
予
定
だ
っ
た
黒
川
弘
務
東

京
高
検
検
事
長
の
半
年
間
の
定
年

延
長
を
決
定
し
た
。
今
年
8
月
に

現
在
の
検
事
総
長
（
検
察
の
ト
ッ

プ
）
で
あ
る
稲
田
伸
夫
氏
が
退
官

予
定
で
、
そ
の
後
釜
と
し
て
半
年

後
に
次
期
検
事
総
長
に
充
て
る
目

論
見
と
噂
さ
れ
て
い
る
。

黒
川
氏
は
安
倍
政
権
に
近
く
、

安
倍
首
相
に
し
て
見
れ
ば
、
「
桜

を
見
る
会
」
等
で
選
挙
違
反
の
疑

い
を
向
け
ら
れ
て
い
る
現
状
で
、

検
察
の
ト
ッ
プ
が
政
権
に
近
い
者

で
あ
れ
ば
安
心
と
い
う
事
の

よ
う
だ
。

し
か
し
、
今
回
の
「
検
察

人
事
に
介
入
」
す
る
政
府
の

定
年
延
長
決
定
は
違
法
行
為

で
あ
る
。
検
察
官
の
定
年
は

検
察
庁
法
で
決
め
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
決
ま
り
は
検
察
組

織
の
特
殊
性
か
ら
こ
れ
ま
で

厳
格
に
守
ら
れ
て
き
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
一
般
国
家
公
務
員

と
同
列
に
扱
い
、
都
合
よ
く

検
察
官
の
定
年
延
長
を
ご
り

押
し
し
た
。
安
倍
首
相
は
今

の
地
位
か
ら
退
い
た
時
、
自

分
の
身
が
心
配
な
の
だ
ろ
う

か
？
全
て
は
安
倍
晋
三
の
保

身
の
た
め
だ
。

も
と
も
と
検
事
総
長
の
人
選
は

「
政
治
色
の
無
い
人
」
と
い
う
の

が
通
例
で
、
後
任
は
林
真
琴
名
古

屋
高
検
検
事
長
が
有
力
視
さ
れ
て

い
た
と
の
こ
と
だ
。
と
こ
ろ
が
検

察
の
ト
ッ
プ
人
事
ま
で
官
邸
が
介

入
し
、
差
替
え
可
能
に
な
れ
ば
三

権
分
立
の
根
幹
が
揺
る
ぎ
か
ね
な

い
。
政
権
中
枢
の
腐
敗
に
メ
ス
を

入
れ
る
検
察
が
、
逆
に
政
権
に
人

事
を
握
ら
れ
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ

れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
最
早
、
日

本
の
形
ば
か
り
の
民
主
主
義
さ
え

失
く
な
っ
て
し
ま
う
。

森
友
、
加
計
、
桜
を
見
る
会
な

ど
の
隠
蔽
、
改
ざ
ん
、
捏
造
、
本

来
な
ら
東
京
地
検
特
捜
部
が
動
き
、

徹
底
解
明
が
な
さ
れ
る
べ
き
な
の

に
、
検
察
が
政
権
へ
メ
ス
を
入
れ

る
動
き
は
全
く
な
い
。
民
主
党
時

代
の
小
沢
一
郎
に
対
し
て
は
、
政

治
資
金
報
告
書
の
些
細
な
記
入
漏

れ
だ
け
で
、
徹
底
捜
査
の
限
り
を

尽
く
し
、
政
治
生
命
抹
殺
を
も
目

論
だ
。
し
か
し
、
安
倍
政
権
に
対

し
て
は
重
大
な
疑
惑
が
あ
る
に
も

関
わ
ら
ず
動
き
が
全
く
な
い
。

こ
れ
は
一
体
ど
う
し
て
か
？

戦
後
の
自
民
党
に
は
清
和
会
と
経

世
会
の
二
大
政
策
グ
ル
ー
プ
が
存

在
す
る
。
清
和
会
は
岸
信
介
の
流

れ
を
汲
み
、
福
田
赳
夫
元
首

相
が
創
設
し
た
。
対
米
従
属

で
自
主
憲
法
制
定
と
再
軍
備

を
目
指
す
考
え
。
一
方
、
経

政
会
は
、
国
益
や
ア
ジ
ア
と

の
つ
な
が
り
を
重
視
し
て
い

て
、
田
中
角
栄
の
派
閥
の

「
木
曜
ク
ラ
ブ
」
が
前
身
で

竹
下
登
が
立
ち
上
げ
た
。

こ
れ
ま
で
東
京
地
検
特
捜

部
が
手
を
付
け
た
政
治
家
は

こ
と
ご
と
く
経
世
会
グ
ル
ー

プ
で
あ
る
。
ロ
ッ
キ
ー
ド
事

件
の
田
中
角
栄
を
は
じ
め
竹

下
登
（
失
脚
、
リ
ク
ル
ー
ト

事
件
）
、
金
丸
信
（
失
脚
逮

捕
、
佐
川
急
便
献
金
・
脱
税
）
、

中
村
喜
四
郎
（
逮
捕
、
ゼ
ネ

コ
ン
汚
職
）
、
鈴
木
宗
男
（
逮
捕
、

斡
旋
収
賄
）
、
橋
本
龍
太
郎
（
議

員
辞
職
、
日
歯
連
贈
賄
事
件
）
、

小
沢
一
郎
（
西
松
不
正
献
金
事
件
）

な
ど
。

清
和
会
系
政
治
家
は
、
誰
一
人

と
し
て
東
京
地
検
特
捜
部
の
手
に

は
か
か
っ
て
い
な
い
。
あ
の
甘
利

で
さ
え
明
白
な
汚
職
事
件
で
あ
る

の
に
全
く
無
傷
だ
。
検
察
に
は
米

C
I
A
の
闇
か
ら
の
指
示
が
あ
る

の
か
？
対
米
従
属
派
の
清
和
会
系

に
は
何
が
あ
っ
て
も
手
を
出
さ
な

い
。
こ
こ
ま
で
来
れ
ば
日
本
の
三

権
分
立
は
完
全
に
崩
壊
し
て
い
る

と
言
え
る
。

〈
Ｈ
〉
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「
ヒ
ノ
キ
ミ
」

書
き
留
め
て

あ
さ
の

か
ず
こ

万
葉
の
防
人
お
く
る
女
ら
の
か
な
し
み

重
な
る
中
東
派
遣

戦
争
の
手
伝
い
は
し
な
い
で
ー

地
下
牢
に
刻
ま
れ
し
そ
の
爪
の
あ
と

声
を
立
て
ず
に
も
が
く
が
哀
し

ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
解
放
75
年
ー

大仁高校

大
仁

記
事
中
の
伊
豆
総
合
は
大
仁
高
の
間
違
い

で
、
「
桜
井
講
演
会
」
は
、
二
〇
数
年
前

の
よ
う
で
し
た
。

【
お
詫
び
と
訂
正
】


